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観光施設魅力向上事業について

観光戦略課

１ 目 的

県有観光施設について、感染症リスク低減のための改修及びコロナ禍における利用の促

進に向けた整備を行い、魅力の向上を図る。

２ 概 要

（１）観光施設等緊急改修事業 ３９，１８５千円

次の施設について、換気設備修繕等の新型コロナウイルス感染症対策を実施する。

（単位：千円）

（２）観光施設等誘客促進事業 １１４，６４０千円

男鹿水族館について、コロナ禍にあって特に入館者が減少する冬季における利用の促

進を図るため、幼児期から遊びながら学べる生物遊具を設置するなど、家族利用に資す

るエリアの整備を行うとともに、現在３階に整備中の教育利用受入れスペースとの連動

性を高め、フロアをまたいで広範囲に企画展等が開催できるよう、階段を新設する。

３ 予算額 １５３，８２５千円

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用予定）

内 訳 ・需用費 ３９，１８５千円

・委託料 １１４，６４０千円

委託料の内訳 ・生物遊具展示フロア拡幅及び床改修等 ４８，４７０千円

・生物遊具等展示物 ２８，１７０千円

・階段新設等 ３８，０００千円

施 設 名 事 業 内 容 予 算 額

秋田ふるさと村 換気用窓修繕 １０，０００

田沢湖スキー場 換気機能付き空調設備改修 １７，６８５

サンルーラル大潟 換気用排風機修繕 ２，５００

男鹿オートキャンプ場 換気機能付き空調設備改修 ９，０００

２階廊下から

１階出口

生物遊具等設置

エリア

１階出口近辺から

３階教育利用

受入れスペース

２階廊下
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スキー場を活用した冬季誘客促進事業について【新規】

（観光による消費拡大緊急対策事業）

観光振興課

１ 目 的

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う観光客の減少により、本県の観光関連産業が

大きな影響を受けていることから、スキー場において工夫を凝らした割引サービス等を

実施することで、県外客を重点的なターゲットとした冬季誘客の促進を図る。

２ 概 要

県内のスキー場において、県外からの誘客促進、新規顧客獲得を主眼に、各スキー場

が工夫を凝らした割引サービス等を実施するとともに、広告宣伝を展開する。

・事業内容：リフト券に食事やレンタル等を含む独自メニューを各スキー場で用意

し、体験予約サイトで５０％割引で販売

※スマートフォン画面上の電子クーポンの提示で利用でき、電子化に

よる利用者の利便性向上及びスキー場の業務効率化を実現

専用キャンペーンサイトやウェブ広告等による県外からの新規誘客に向

けたプロモーションを実施

・対象施設：秋田県スキー場協会加盟１４スキー場

・対象期間：令和４年１２月下旬～令和５年３月上旬

・委 託 先：秋田県スキー場協会（事務局：田沢湖高原リフト（株 ））

３ 予算額 ７８，８２０千円

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用予定）

内 訳 ・需用費 １５千円

・役務費 １５千円

・委託料 ７８，７９０千円

委託料の内訳

・各種割引サービス支援 ５０，０００千円

・システム利用料・精算管理費 １５，８００千円

・プロモーション・分析費 ６，５２０千円

・事務費 ３，８５２千円

・消費税及び地方消費税 ２，６１８千円
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【 参考 】
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インバウンド回復に向けた誘客促進事業について

観光振興課

１ 目 的

訪日旅行再開後のインバウンド需要の着実な回復を図るため、本県への旅行商品の造

成を行う旅行会社やチャーター便の運航を企画する航空会社に対する支援を行う。

２ 概 要

（１）訪日旅行再開を踏まえた旅行商品造成事業 ２８，８０６千円

各市場のニーズに応じて旅行商品の造成を促進するため、旅行会社に対する旅行商

品造成経費の一部支援や、旅行会社を招請した商談会等を実施する。

【台湾】

・事業内容：旅行会社による旅行商品造成に対する支援

※県内空港への直行便を利用する商品を除く。

・対象期間：令和４年１１月～令和５年３月（予定）

【香港・韓国・タイ】

・事業内容：旅行会社の招請による商談会・県内視察

や連携したプロモーションの実施

（１５社程度招請、県内３か所で商談会）

・事業期間：令和４年１１月～令和５年３月

商談会イメージ

（２）直行便誘致リスタート事業 １２０，７９２千円

台湾からの定期チャーター便等について、航空会社や旅行会社に対する運航経費等

の一部支援を行うこととし、早期就航を促進する。

・対象期間：令和４年１２月～令和５年３月（予定）

・事業内容：航空会社による定期チャーター便等の空港利用や広告実施等に対する

支援

旅行会社による定期チャーター便等を活用した旅行商品の造成等に対

する支援

３ 予算額 １４９，５９８千円

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用予定）（
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（１）訪日旅行再開を踏まえた旅行商品造成事業 ２８，８０６千円

内訳 ・報償費 ３０千円

・旅費 ９９３千円

・需用費 １００千円

・役務費 ３００千円

・委託料 ２７，３８３千円

委託料の内訳 ・商品造成支援（直行便利用除く） ３，６３０千円

・招請・商談会 ２３，７５３千円

（２）直行便誘致リスタート事業 １２０，７９２千円

内訳 ・旅費 １，８８２千円

・需用費 ９０千円

・役務費 ３００千円

・委託料 １１８，５２０千円

委託料の内訳 ・定期チャーター便等運航支援 ８，７７３千円

・商品造成支援 １０９，７４７千円
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冬こそお出かけ！秋田の冬旅推進事業について【新規】

観光振興課

１ 目 的

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、本県の観光事業者等が大きな影響を受

けていることから、旅行需要が落ち込む冬季において、小正月行事など秋田ならではの

観光コンテンツを生かした旅行商品の造成を促進し、冬季誘客の拡大を図る。

２ 概 要

（１）県外からの誘客促進 １０，０００千円

本県を目的地とする旅行商品の造成・販売を行う県外の旅行会社に対し、新聞等

を活用した広告経費の一部を補助する。

・補 助 率：１／２（１社当たりの上限 １，０００千円）

・補助対象：県内宿泊を伴う旅行商品

（２）県内旅行の活性化 ２５，２９８千円

冬季における県内旅行の促進を図るため、鉄道やバスを利用して秋田ならではの

観光コンテンツを生かした旅行商品の造成を行う県内旅行会社に対し、その経費の

一部を支援する。

・１商品当たりの助成上限

鉄道利用 ３０千円（貸切含む）

バス利用 ７５千円（１台当たり）

・１社当たりの助成上限 ８００千円

・委 託 先：(一社)秋田県観光連盟（予定）

小正月行事（上桧木内の紙風船上げ） 酒蔵見学
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３ 予算額 ３５，２９８千円

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用予定）

（１）県外からの誘客促進 １０，０００千円

（負担金補助及び交付金）

（２）県内旅行の活性化 ２５，２９８千円

（委託料）

委託料の内訳

・旅行商品造成支援 ２４，０００千円

・事務費 １，１８０千円

・消費税及び地方消費税 １１８千円
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東京アンテナショップ運営事業の債務負担行為の設定について

食のあきた推進課

１ 目 的

今年度末で店舗の賃貸借契約期間が満了する東京アンテナショップ「あきた美彩館」

について、来年度以降も現地で営業を継続するため、今年度内に新たな賃貸借契約を締

結する必要があることから、債務負担行為を設定する。

２ 債務負担行為を設定する期間

コロナ禍が未だ収束していないことや、品川駅周辺の再開発計画の影響が見通し難い

状況であること等を踏まえ、令和５年度から令和７年度までの３年間とする。

３ 賃貸借契約の内容

・契約の相手先：株式会社京急百貨店

・所 在 地：東京都港区高輪四丁目１０番８号

京急百貨店 ウィング高輪 ＷＥＳＴ－Ⅲ

・店 舗 面 積：３２３.２６㎡（９７.７９坪）

・賃 料：５４，２１５千円／年（限度額）

・敷 金：３２，８５７千円 賃料月額（消費税抜）の８か月分（予定）

・契 約 締 結：令和５年３月（予定）

４ 今後のアンテナショップの運営方針

・首都圏における「秋田への入口」として、取扱商品や提供メニューの見直しを図り

ながら「いつでも秋田を味わえる 「体験できる」店舗を展開するとともに、ＥＣ」

サイトやテイクアウトの充実など、顧客ニーズに即した販売形態の多様化を図る。

・商品の販売や料理の提供を通じた首都圏マーケット情報の収集と県内事業者への情

報のフィードバックに努め、県内事業者の「売れる商品づくり」を推進する。

・イベント内容の充実やインターネットの活用などにより、若い世代や親子など客層

の拡大を図りながら、ウィズコロナやアフターコロナに対応した誘客に努める。

・令和５年４月からの当面３年間は現在地で営業を継続し、その間にコロナ禍によ

るニーズの変化や品川駅周辺の再開発の状況を見ながら、アンテナショップの機

能やあり方についての検討を進めていく。

５ 令和５年度以降の管理運営事業者

管理運営事業者を公募し、企画提案競技により選定する。

（１）主な公募条件等

① 委託業務の内容

県産品の展示・販売、県産食材を主体とした秋田ならではの料理の提供と、本県

への誘客につなげるための「食 「物産 「観光」の情報発信などを行う。」 」
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特に、ＳＮＳ等の積極的な活用、店舗前広場での効果的なイベント開催などによ

り、客層の拡大や誘客促進に取り組む。

また、テスト販売の実施などにより県内事業者が取り組む商品づくりや販路拡

大を支援する。

② 資格要件

・物販業若しくは飲食業のいずれか、又は両方を営んでいる者

・県内に本社及び店舗を有し、営業している者

・応募者が店舗全体を直営すること 等

③ 委託期間

令和５年４月１日～令和８年３月３１日

④ 管理運営事業者の費用負担

ア 負担金

飲食スペース及び多目的スペースに係る負担金として、県が支払う賃料の一定

割合に相当する額

イ 広報費等

物販部門の売上額の一定割合に相当する額

ウ 保証金

県が支払う賃料（消費税抜）の１か月分に相当する額

（２）今後のスケジュール（予定）

令和４年１０月下旬 公募

１２月 企画提案競技、審査会

令和５年 ３月 管理運営業務委託の契約締結

６ 債務負担行為額（限度額） １９５，５０２千円

（使用料及び賃借料）
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（参考）あきた美彩館周辺の現在の状況

品川駅から見たあきた美彩館方向の様子

品川駅の工事の様子
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店舗前広場でのイベントの様子（R3.10 収穫祭）

店内の様子
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大館能代空港ビジネス利用促進事業について【新規】

（航空需要回復・新規開拓事業）

交通政策課

１ 目 的

コロナ禍の長期化により航空需要の回復が遅れている中、民間企業等によるビジネス

利用を促進し、大館能代空港東京羽田線の三往復運航の定着を図る。

２ 概 要

大館能代空港東京羽田線の搭乗回数に応じて運賃の一部を助成するキャッシュバック

キャンペーンを実施し、ビジネス需要を喚起するとともに、企業ファンクラブへの加入

を促進し航空利用の拡大・定着を図る。

・助成対象：大館能代空港企業ファンクラブ会員の企業・団体等

（新規加入者を含む）

・助 成 額：企業・団体等に対し５回の利用毎に３０，０００円

・助成件数：延べ１，０００件

・実施期間：令和４年１０月中旬～令和５年２月（予定）

３ 予算額 ３６，０００千円

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用予定）

（負担金補助及び交付金）
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地域公共交通燃料高騰等対策事業について

（地域公共交通等新型コロナ対策事業）

交通政策課

１ 目 的

コロナ禍に加え、燃料価格高騰の顕著な影響を受けているバス、タクシー及び第三セ

クター鉄道に対し、事業継続や省エネルギー対策を支援することにより、交通ネットワ

ークの維持と利用促進を図る。

２ 概 要

（１）バス運行対策支援金（維持支援金） １８６，９００千円

貸切バス事業者等に対し、車両維持費の負担軽減を図る支援金を交付する。

・交付対象：貸切バス、高速バス及びリムジンバスを運行する事業者

・交 付 額：５３４千円（※）×登録車両台数３５０台

（２）タクシー運行対策支援金 １５９，７２８千円

タクシー事業者に対し、車両維持費の負担軽減を図る支援金を交付する。

・交付対象：タクシー事業者

・交 付 額：１３４千円（※）×登録車両台数１，１９２台

（３）三セク鉄道省エネ化改修事業費補助金 ５９，４６７千円

三セク鉄道の運行等の省エネルギー化に資する車両や駅舎等の照明設備のＬＥＤ

化に対し助成する。

・補 助 率：１０／１０

・補助上限：秋田内陸縦貫鉄道（株） ３６，９２７千円

由利高原鉄道（株） ２２，５４０千円

※バス、タクシーとも、６月補正予算において、年間の車両維持経費の３か月分（４

月～６月分）を支援しており、今回はさらに８か月分（７月～令和５年２月分）

を支援するもの。

３ 予算額 ４０６，０９５千円

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（活用予定も含む））

（負担金補助及び交付金）
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秋田内陸線災害復旧支援事業について

交通政策課

１ 目 的

令和４年８月の大雨により被災した秋田内陸縦貫鉄道に対し、復旧に要する経費を国

及び北秋田市と協調して補助することにより、早期の運行再開を図る。

２ 支援の概要

「鉄道軌道整備法に基づく災害復旧補助」（国補助率１／４、同額を自治体が協調補助）

を活用し、次の a)及び b)により補助を行う。

＜復旧に要する工事費の見込み＞ 総額２５０，０００千円（補助対象経費）

a)自治体補助部分（１／４）

県と北秋田市が折半し、補助。

県補助額 ３１，２００千円（補助対象経費の８分の１）

b)鉄道事業者負担分（１／２）に対する補助

県と北秋田市が折半し、補助。

県補助額 ６２，５００千円（補助対象経費の４分の１）

３ 被災状況の概要

○ ８月１３日、米内沢駅～前田南駅間において、大雨により路盤流出、土砂流入等が

発生し、列車運行ができない事態となった。

○ 鷹巣駅～阿仁合駅間を運休とし、１５日からバス代行輸送により対応している。

○ 災害復旧工事に要する期間については、今後の詳細設計等によるが、鉄道事業者で

は年内の運行再開を目指している。

○ バス代行輸送に要する経費については、鉄道事業者が加入している土木構造物保険

（上限１億円／事故）を充てることにしている。

負担割合 国補助1/4

補 助 額
国

62,500千円
県

31,200千円
市

31,200千円
県

62,500千円
市

62,500千円

a) 自治体補助1/4 b) 鉄道事業者負担分1/2

（実質負担割合：国1/4、県3/8、北秋田市3/8）
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〔箇所ごとの被災状況〕

④桂瀬-阿仁前田温泉 21k700m 付近 ⑥桂瀬-阿仁前田温泉 23k100m 付近

４ 予算額 ９３，７００千円

（負担金補助及び交付金）

箇所（北秋田市） 鷹巣駅からの距離 被災状況

① 米内沢駅～

桂瀬駅

16k100m 付近 山側法面崩落、土砂倒木流入

② 18k000m 付近 路盤及び砕石流出

③ 20k000m 付近 砕石流出

④ 桂瀬駅～

阿仁前田温泉駅

21k700m 付近 軌道下法面砕石崩落、倒木

⑤ 22k700m 付近 山側法面崩落・流入、路盤流出

⑥ 23k100m 付近 土砂流入、路盤流出

⑦ 23k400m 付近 路盤崩落、流末水路損傷

⑧ 23k700m 付近 山側法面崩落、土砂倒木流入

⑨ 阿仁前田温泉駅

～前田南駅

26k300m 付近 路盤流出

⑩ 26k500m 付近 路盤流出
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大学生・高校生モニター合宿支援事業について【新規】

スポーツ振興課

１ 目 的

コロナ禍にあって、スポーツ合宿の減少と管理費に占める比率が高い光熱費高騰

の影響を受けている田沢湖高原リフト(株)について、同社によるモニター合宿への

支援を通じ新規需要の開拓につなげ、現下の状況が長期化しても事業継続できるよ

う収益基盤の拡大を図る。

２ 概 要

県南で唯一の宿泊機能を備えたスポーツ施設である田沢湖スポーツセンターの

施設を活用して行う県内外の大学生及び高校生の部活動やサークル活動等を対象

に、改善点等の意見を聴取するモニター合宿の実施経費の一部を補助する。

・補助対象：田沢湖高原リフト(株)

・実施時期：令和４年１１月～令和５年３月（予定）

・実施件数：２０団体（２５人／団体×２泊３日を想定）

・補助内容：

田沢湖スポーツセンター外観 スポーツ合宿の様子

３ 予算額 ３，９２１千円

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用予定）

（負担金補助及び交付金）

種 類 補 助 額

宿泊費 １人当たり ６，０００円

交通費 １団体当たり ３７，５００円（上限）
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公の施設の指定管理者の指定について

観光戦略課

１ 申請団体及び候補者選定団体
対 象 施 設 申請団体及び候補者選定団体

秋の宮山荘ＳＡ運営共同事業体
秋田県営秋の宮山荘

代表団体 株式会社サンアメニティ

２ 候補者選定委員会の開催
○令和４年８月１９日
○選定委員

氏 名 所 属 職 名 等 備 考
菅 生 淑 子 秋田県観光文化スポーツ部 次 長 委 員 長
臼 木 智 昭 秋 田 大 学 教 育 文 化 学 部 教 授 外部委員
佐 野 元 彦 株式会社サノ・ファーマシー 代 表取 締役 外部委員
湊 洋 一 税 理 士 外部委員
佐々木 重 夫 秋田県観光文化スポーツ部 観光戦略課長 委 員

３ 審査結果
、 。申請団体については 指定管理者の候補者としての適格性を有していると判断された

○評点
合 計県民の平等 設置目的の 効率的な 適正・確実 その他必要

利用の確保 効果的達成 管理 な管理能力 な事項

(満点30点) (満点20点) (満点30点) (満点20点) (満点100点)

秋の宮山荘ＳＡ
○ 24.0 14.4 23.9 14.8 77.1

運営共同事業体

○選定委員会での主な意見
・公的な施設の指定管理をいくつも運営しており実績は申し分ない。
・秋の宮山荘は名称に地名が入った施設であり、県から指定管理料や広告宣伝費が投

入されることから、非常に世間から注目されると思われるが、従業員等の教育や地
元との関係をしっかりし運営してほしい。

、 。・宮城県や山形県 教育旅行など誘客ターゲットを明確に考えている点が評価できる
・現在の状況を踏まえた試算を行っている。また、今回の指定管理期間の先を見据え

た運営方針となっており、長期的な運営についても積極的に検討していこうとする
姿勢がみられる。

秋の宮山荘全景
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